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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はI型膜タンパク質であり、補体系の調節因子である。コードされるタンパク質は、血清因子Iによる補体成分C3bおよびC4bの不活性化における補因子活性を有し、宿主細胞を補体による損傷から保護する。さらに、コードされるタンパク質は、麻疹ウイルスのエドモンストン株、ヒトヘルペスウイルス6型、および病原性ナイセリアのIV型線毛の受容体として機能する。さらに、この遺伝子によってコードされるタンパク質は、受精時の精子と卵母細胞との融合に関与している可能性がある。この遺伝子座の変異は、溶血性尿毒症症候群の感受性と関連している。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SW480（1）およびMCF-7（2）細胞溶解物に対するCD46マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CD46マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD46 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

